
　　　　

令和７ 年 3 月
18

日

通常営業 9 時 45 分から 15 時 45 分まで

延長利用 8 時 45 分から 9 時 45 分まで

延長利用 15 時 45 分から 16 時 45 分まで

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

・季節を感じる行事（お花見、七夕、お月見、収穫祭、クリスマス会、節分、ひな祭り等）を実施します。
・ミニドライブ、買い物外出
・調理実習（毎月）、旅行体験行事（年2回）

（別添資料１）

家族支援

・連絡帳、かがやきだよりなどを通じて、事業所の取り組みを共有します。
・定期的な保護者との個別面談に加え、家庭での困りごとを聞いたり育児相談
に応じたりしながら、家族に寄り添います。

移行支援

・保育園や幼稚園への就園に関わる情報提供を行います。
・小学校への就学について、保護者と情報共有を行いながら、ライフス
テージの変化や将来を見据えた支援を行います。

地域支援・地域連携

・必要に応じて関係機関と連携が図れるよう情報共有を行います。
・社会資源を活用し、地域社会への参加を促します。 職員の質の向上

・年間を通じた職員研修の計画と実施を行います。
・外部研修への参加を積極的に行います。

支　援　内　容

・基本的な日常生活の経験や生活リズムの安定を図ります。
・医師の指示のもと医療的ケアを行います。
・体調・身体状態の観察、発作を含めた全身状態の把握をします。
・それぞれの身体的ニーズに合わせて、食事、排泄、着脱、入浴について支援します。
・管理栄養士と相談し、個々に応じた食事形態を提供します。

・遊びや活動を通して、個々の感覚的ニーズに合わせた遊びの経験を積み重ねます。
・感覚を意識した遊びを行います。（スヌーズレン、音楽活動、マッサージ、粘土や水などの感覚遊び）
・運動遊びを通して身体的機能の発達を促します。本

人
支
援

・活動を通して興味の幅を広げていきます。
・季節のイベント、遊びやものづくり活動を通して、色、感触、形に触れる機会をもちます。
・活動を通じて、他者と楽しい気持ちが共有できるように支援します。

・さまざまな表情、動作、発声で自分の気持ちを表現し、人に自分の思いが伝わったという経験を積み重ねていきます。

・様々な年代の人々との交流や一緒に活動に参加することで、他者を意識する機会を提供します。

支援方針 在宅の重症心身障害児の方々に、楽しく快適な療育を提供します。

営業時間 送迎実施の有無

あり　なし

送迎の回数や具体的な内容については個別相談に応じます。

法人（事業所）理念 岩手県社会福祉事業団は、極めて公共性の高い組織として、全ての人が相互に人格と個性を尊重し合いながら、共に生きる豊かな社会の実現に貢献します。

事業所名
岩手県社会福祉事業団
岩手県立療育センター「かがやき」

作成日支援プログラム


